
2020 年度言語社会研究科博士研究員の募集にかかる訂正について 
 
1 月 10 日に言語社会研究科 HP にて通知いたしました「2020 年度博士研究員の募集用書類」の

「詳細」について 7．応募資格（1）に記載の誤りがありました。お詫びして訂正いたします。 
 
 

正 

 7．応募資格  

(1) 2017 年 4 月以降に言語社会研究科課程博士学位を取得した者。あるいは現在同学位申請中の

者のうち、2020 年 3 月末日までに学位を取得する見込みの者。なお、論文博士学位取得者は対象

としません。 

 

誤 

7．応募資格  

(1) 2016 年 4 月以降に言語社会研究科課程博士学位を取得した者。あるいは現在同学位申請中の

者のうち、2019 年 3 月末日までに学位を取得する見込みの者。なお、論文博士学位取得者は対象

としません。 

 
 

応募資格について訂正いたしました。 



2020 年度言語社会研究科博士研究員の募集 
 
以下の要領に従い 2020 年度の博士研究員を募集します。応募資格等を確認のうえ、応募し

てください。 
1．職  名 研究補助員（助手相当非常勤職員：通称「言語社会研究科博士研究員」） 
2．勤務内容 本研究科における研究と教育（学生への指導・アドバイスを含む)の補助およ

び、研究科が主催する諸企画への参与。具体的には、以下の業務より一つ以上を選択し、

実施するものとする。 
a. 修士学生向けの講義（無単位、全 4~5 回） 
b. 国立市公民館などの市民向け講座の担当（前後 2 回） 
c. 留学生のための日本語チュートリアル 
d. 紀要『言語社会』編集業務（校正など）への参与 
e. 研究科 HP の外国語版作成への協力 
f. その他 
上記よりの選択および更なる詳細については、個別に相談の上決定する。 

3．募集人員 2 名  
4．給  与 時給：本学規定による 
           手当：交通費のみ支給 
5．勤務形態 週 1 日、1 日 5 時間（年間 150 時間程度）を標準とし、勤務内容によって調

整する。 
6．任  期 2020 年 4 月 1 日より１年間 

なお、本人の申請により、研究科委員会の承認に基づき、1 年間延長することも可能と

します。ただし、延長を承認された者の勤務は、週 1 日、1 日 2 時間（年間 60 時間程

度）。 
また、留学生の方は、在留資格を就労可能な種類に資格変更する必要があります。 

7．応募資格  
(1) 2017 年 4 月以降に言語社会研究科課程博士学位を取得した者。あるいは現在同学

位申請中の者のうち、2020 年 3 月末日までに学位を取得する見込みの者。なお、論文

博士学位取得者は対象としません。 
(2) 他の常勤職に就いている者は、本研究員に応募することができません。また、本研究

員としての勤務の途中で他の常勤職に採用された場合には、本研究員の資格を失うも

のとします。 
(3) 日本学術振興会特別研究員、あるいはこれに類する研究職に就いている者は、本研究

員に応募することができません。また、本研究員としての勤務の途中で上記の研究職

に採用された場合には、本研究員の資格を失うものとします。 
8．選考方法 書類審査と面接試験によります。 
9．応募書類（各１通）  
   申請書（所定の用紙） 
   履歴書（所定の用紙） 
   研究計画書（約 2000 字 様式は任意とし、用紙は A4 判を用いること） 



10．応募方法 
   言語社会研究科事務室に持参又は郵送すること。 
   〒186-8601 国立市中 2-1 一橋大学大学院言語社会研究科事務室 
11．応募期間 
       2020 年 1 月 21 日（火）から 2 月 7 日（金）午後 5 時まで 
12．面接試験 
       2020 年 2 月 13 日（木）午後 2 時（予定）に面接試験を行います。 

※詳細は追って通知します。 
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